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令和４年度 上半期
財政事情の公表

予算総額：86億9,518万円

歳 入歳 入
■■ 収入済額
44億6,968万円

（収入率 51.4％）

自
主
財
源

町 税 23 億 3,303 万円
15 億 4,148 万円 66.1%

繰 越 金 6 億 7,526 万円
9 億 7,813 万円 144.9%

諸 収 入 3 億 2,537 万円
1 億 7,818 万円 54.8%

繰 入 金 36 万円
36 万円 100.0%

その他の収入 10 億 2,370 万円
1 億      61 万円 9.8%

依
存
財
源

地方交付税 14 億 8,602 万円
10 億 8,685 万円 73.1%

国庫支出金 10 億 7,279 万円
2 億　 399 万円 19.0%

町 債 8 億　 339 万円
0 万円 0.0%

地方譲与税
・ 交 付 金

5 億 1,102 万円
2 億 8,746 万円 56.3%

県 支 出 金 4 億 6,424 万円
9,262 万円 20.0%

歳 出歳 出
■■支出済額
33億9,196万円

（支出率 39.0％）

民 生 費 25 億 4,810 万円
10 億 7,978 万円 42.4%42.4%

教 育 費 15 億 9,192 万円
5 億 3,410 万円 33.6%

総 務 費 14 億 9,279 万円
3 億 5,767 万円 24.0%

公 債 費 7 億 3,818 万円
3 億 5,643 万円 48.3%

土 木 費 6 億 2,070 万円
2 億 7,057 万円 43.6%

衛 生 費 5 億 6081 万円
2 億  184 万円 36.0%

その他の支出 11 億 4,268 万円
5 億 9,157 万円 51.8%

令和４年９月30日現在一般会計

　町の財政事情は、毎年２回お知らせしています。今回お知らせするのは、令和４年度上半期（令和４年
４月１日～令和４年９月30日）の状況です。各会計の収入支出がどのように進められているか、みなさ
んの税金の負担はどのくらいか、町債（町が借りているお金）がどれだけかなどについて紹介します。

数字上段…

数字下段…
予算現額

収入済額

数字上段…

数字下段…
予算現額

支出済額
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（収入率％）5 億 10 億 15 億 20 億 25 億 30 億
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税目 調定額 納税義務者数 一人当り負担額
町民税（個人） 1,013,156,100 円 9,778 人 103,616 円
町民税（法人） 75,156,800 円 343 法人 219,116 円

固定資産税 1,134,917,800 円 7,316 人 155,128 円
軽自動車税種別割 52,001,300 円 4,906 人 10,600 円

目的別
区　分 未償還元金 構成比

一般単独事業 34 億 4,384 万円 33.2%
公共事業等 6 億 9,279 万円 6.7%

教育・福祉施設等整備事業 4 億    860 万円 3.9%
その他 37 億 7,290 万円 36.4%

一般会計　合計 83 億 1,813 万円 80.2%
下水道事業 20 億 2,073 万円 19.5%
上水道事業 3,042 万円 0.3%
合　　計 103 億 6,928 万円 100.0%

※未償還元金（残高）の対前年同期比較は、5億7,388万円の増となります。

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計 19 億 3,378 万円 　10 億 8,086 万円 　6 億 8,864 万円

下水道事業特別会計 7 億 3,062 万円 4 億    901 万円 　3 億 1,117 万円
後期高齢者医療特別会計 2 億 5,851 万円 9,224 万円 7,410 万円

合　　計 29 億 2,291 万円 15 億 8,211 万円 10 億 7,391 万円

収益的収入 執行済額 資本的収入 執行済額
営業収益 9,211 万円 負担金 0 万円

営業外収益 2 万円 加入金 523 万円
合　　計 9,213 万円 合　　計 523 万円

収益的支出 執行済額 資本的支出 執行済額
営業費用 3,777 万円 建設改良費 16 万円

営業外費用等 79 万円 企業債償還金 852 万円
合　　計 3,856 万円 合　　計 868 万円

令和４年９月30日現在

町債の現在高

税負担状況

特別会計

上水道事業会計

町の財産
町債とは、学校や道路の建設など、一
度に多くのお金がかかるもののために、
町が国や金融機関から借り入れる長期
的な借金のことです。

特定の事業を行うために、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して経理するための会計です。

上水道事業会計は、利用者からの料金などによって公共の利益を目的に経営する会計です。
水道料金や施設の維持管理費などの営業面からみた収支が「収益的収支」、水道施設の整備
のための費用とその財源など、所有財産からみた収支が「資本的収支」です。

※基金現在高の対同年同期比較は、
　5 億 1,267 万円の増となります。

土地 
304,048㎡

建物 
65,162㎡

基金 
39億6,537万円￥

※本巣消防署及び本巣消防署真正分署（土
地 6,897 ㎡、建物 2,080 ㎡）は本巣
市との共有となっています。


